




































かつて、三田村雅子が文芸雑誌 『新潮』 に 「 〈記憶〉 の中の源氏物語」 を連載していた時、その第一四回 「伝伏見院筆 『源




と書いた。これに対し加藤は、高松宮家本が既に博物館のホームページ上で検索できること、一部は叢書として公刊されていること、さらに共同研究もなされていた事実をあげ、三田村の発言が 「文字どおり 〈記憶〉 違いか、さもなければ勉強不足に基づく妄言」 と評し、その後当該博物館と国文学研究資料館の連繋展示 〈うたのちから において高松宮家本一五〇点が展示されたことをもって 「恐らくは三田村氏も、両館を訪れ溜飲を下げたに違いなく 今もその図録を熟読玩味されて ることだろう」 と皮肉を効かせる。　
ただし、その一方で加藤は「ことほどさように、 「どの機関がどういう典籍を所蔵しているか」という情報はなかな

















黒川文庫目録 【新版】 』 （文芸資料研究所、二〇一一年三月刊） 。
（
2）	 山岸徳平 「著作集のあとに」 （山岸徳平著作集Ⅴ 『説話文学研究』 有精堂、一九八二年一〇月刊） 、四九三頁。
（








人間文化） 』 第一号、 二〇〇七年三月） 。
以下の引用は、一五〇～一五一頁参照。
（





と改め、連載時の 「まま、目録も られず云々 は削除された。但し、参考 献目録には、加藤のカの字もない。皮肉たっぷりの加藤と、無視した体の三田村と、こ 応酬は外野には面白い。
（５）
	 注 （１） 『目録』 緒言 実践女子大学の古典籍 黒川文庫」 、四頁
（








































































































































































































































































































































































































































































































































































































































光淳者坂将曹、烏丸墨 〈ミセケチ 「卜」 傍書〉 山翁之門而蜀山人少年時代／学和歌于斯翁矣。事洋于蜀山之随筆梺之塵也／
　
岸廼舎










































































































































































図書寮蔵本也／右一巻歌集歌員八十首 〈補入 「伝」 〉 俊頼


















































































































































































立春之翌日擱毫矣／同年二月八 〈 「八」 朱書〉 日









以宮内省本書写 〈 「影写也」 傍書〉 畢／篁日記之名称見干河海抄
花鳥餘情矣／而不知其所在事茲有年幸 〈 「得 補入 右一巻嘱／東高師川瀬氏終影写焉此書与信生／法師集同装禎也文字又同筆歟 古人曰事在勉彊而己
　
日






























































〈巻之一〉 〈朱書〉 昭和三年四月二日一校了〈巻之二〉 〈朱書〉 昭和三年四月三日一校了〈巻之三〉 〈朱書〉 昭和三年四月三日春雨浪々兮〈巻之四〉 〈朱書〉 昭和三年四月四日一校了
　
夜月皎兮九時也




































































































































































































































〈朱書〉 以朱囲者悉定家筆本奥入也／／〈墨書〉 余昭和廿四年秋冬之候、 通於上野博物館、 定家自筆 奥入与 書／校訂、
	
朱書校訂者悉定家自筆奥入之本文也、従来為伝公条筆本／所書陵部購入矣、然該本与定家自筆 〈 「定家自筆」 ミセケチ 源語古鈔」 右傍書〉 本、同文也矣、故抹消朱書全／部不可令 「悉」 補入〉 生墨書全部者也
　　
伝公条筆本 〈 「、元来」 補














































於荒井僑居識焉 〈朱書〉 翌日一校了／〈墨書〉 岸廼舎／
　
前半書















































































熊本之人而 〈 「今茲」 補入〉 卒高師研究科矣／／





































































































































































































































































































































































































































































































大呂上澣 〈右傍書 「三日也」 〉 書写畢／
　














































































































































































本朝書籍目録仮字之部 〈朱書補入 「有」 〉 平中日記一巻／
　　
河海抄所引立ちてゆく之































































































































































昭和五庚午孟春誂数子令影 〈 「写」 字



































































































































































































〈 「関」 補入 知御衰殿矣
　















































































































浪々之夜書入畢／岸廼舎』〈 「宮田氏本」 「池田氏本」 奥書、省略〉 』　
以上、昭和九年
　






















































































一、 二、 三、 四之中写／巻二者女子不熟于細字也〈 「女子」補入〉
　
故以感光紙













































































































































































































































































































































































































〈 「巻一 ・ 三」 の冊〉〈前見返〉 昭和十六年三月下浣以近衞家蔵類聚歌合／粗対校了
　
聊加雌 〈朱でミ
















































































































































































































































































































































〈 「狩」 と書きかけてミセケチ〉 刈谷本
　















／昭和六年夷則下浣誂人書写焉 岸廼舎識／／昭和六年大呂同七年大簇夾鐘 交 愉閑一校了
　
昭和七年〔 「竜集／庚申」割



































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































翁邸見 〈 「書」 ミセケチ











































































































































































































〈朱書〉 昭和十九年九月四日 〈朱書右傍書 「以有」 〉 以 〈朱ミセケチ〉
古新宮城書蔵
之本／午前中一校了該書之 不良好、 〈読点ママ〉 』〈墨書〉 昭和六年夷則下浣求焉
　
岸廼舎』
〈墨書〉 巻二缺分以吉沢 〈 「氏」 鉛筆書左傍書〉 本補之畢／同本ハ
新宮城書蔵
〈左


































































































































































































命車歴巡名刹旧蹟詣 〈 「於」 補入〉 香取神
宮／更一覧文庫堆塵匣中見本書請／宮司借覧矣
　

























































































































































































































































































































溽書如昨汗／溢於手甲陰々■ 〈 「茲」 下に 「虫」 〉々秋意聊浮聴 〈ミセケチ〉 於夜気／岸廼舎識／昨今俗人来訪繁多雖然転青眸対之也煩雑々々／此本於家中影写余処々書之
　
















































昭和八年五月十二日於学習院図書館 〈 「余殆為此会也」 右傍記〉 開／狭衣会陳列狭衣物語類以其次借覧 〈 「之」 朱書補入〉 書／曰高松宮家大鏡絵巻一巻 〈 「曰」 補入〉 彰考館蔵／狭衣木活字本
　
同系図 〈 「曰」 補入〉 蓬左文庫蔵藤袋／冊子絵巻二
巻 〈 「曰」 補入〉 伊東子爵家蔵真字本曽／我物語十巻 〈 「曰」 補入 法隆寺蔵法華百座一巻／及宮内省図書寮蔵狭衣類桂宮本大鏡／清少納言枕草子 〈 「曰」 補入〉 鈴鹿氏蔵狭衣等甚多／矣
　
余先年 〈 「以」 朱書補入〉 来欲彰考館本唐鏡詳覧 〈 「詳覧」
































余大正 〈 「昭和」 ミセケチ 「大正」 右














































































































































































































































































之序 〈 「而」 補入〉 後京極摂政遮阻之／
　



























































































































故改映写者也 〈御形宣旨に関する覚書類、省略〉 』 〈御形宣旨集表紙模様
模写、省略〉 』 〈御形宣旨に関する覚書類、省略〉 』山田集与 先年書写者也／今茲仲冬合綴焉
　　
昭和九年十月上浣識


















































































































































































































































































































































































































































米納津村旧里正赤川氏夫人 〈 「 （禎一郎婦人） 」 鉛筆書




















































































































































































































































































































































































































































































































』 〈』 印ママ〉／良寛歌 〈 「詩」 朱でミセケ











































































〈 「吉田氏」 に 「 （澄吉） 」 鉛筆書傍書〉／
　






























































































































































































































































































































〈 「蛍」 前見返〉 屋代弘賢校訂之不忍文庫本 〈左余白 「今ハ静嘉堂ニアル」 鉛筆書補入〉 、松井簡治先生蔵／借右本而対校者也
　
文理大学生諸氏援助也／為氏卿本
与青表紙本殆無大差云云〈常夏〉 〈朱書〉 昭和十一年五月六日以不忍文庫本一校了／山岸〈野分〉 〈朱書〉 昭和十一年五月六日以不忍文庫本一校了／山岸〈行幸〉 〈墨書〉 昭和十一年五月六日以不忍文庫本一校了／山岸〈藤裏葉 朱 九〈若菜上・一ウ余白〉 〈朱書〉墨ノ字ハ皆相ナシ又ハ相―ト／記セリ
　
相ハ為相
歟ナホ考／フベシ、 又相ノ字ナキモノモ少シアリ／〈朱書〉 朱書者 〈右傍書 「中」 〉和文子講説所蔵本筆者不知古鈔也 〈右傍書 「連歌師宗仲筆」〈若菜上・奥〉 墨書 昭和十一年五月九日以不忍文庫本一校了／山岸〈柏木〉 〈朱書 昭和十一年五月九日以不忍文庫本一校了／俵一枝／昭和十一年五月九日以不忍文庫本一校了／山岸〈竹河〉 五月十二日於学習院
　
以不忍文庫本 〈 「以」 補入〉 墨／山岸



































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































甲良町湖東アリ養照 〈右傍書 「照」 〉 寺蔵
　
室町写 〈 「字」 ミセケチ右傍書 「写」 〉 本／



































































































































































































































































































































































































































































































































故改映写者也 〈御形宣旨に関する覚書類、 省略〉 』 〈御
形宣旨集表紙模様模写、省略〉 』 〈御形宣旨に関する覚書類、省略〉 』山田集与御形宣旨集先年書写者也／今茲仲冬合綴焉
　　
昭和九年十月上浣識












































































































































































































































































































研究室皈来巻二 〈 「中」 補入〉 三葉之 〈一字ミセケチ〉 書写焉他皆写 〈 「家」 書きさ





















































































































































































































































































































































































































夜雨降冷気如秋／七時廿五分於研究 （ 「室」 脱カ） 識之／ 〈以








































































































































































































































































































































































































































































































































































































殷々〈二字ミセケチ、左傍書 「鼕々」 〉 聞
太鼓／
　　
四十 〈補入 「余」 〉 年前従■■ 〈二字ミセケチ、左傍書 「漆山」 〉 村至曽




















































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































拝会式 〈補入 「雖」 〉 有願文諷誦、貫首之声／
　
少低調而 〈補


















































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































成茂歌有 〈 「在」 重ね書き〉 万葉流















｢ 三」 の冊〉 昭和十八年
莛
寳中浣本郷にて／岸廼舎しるす







































































































































































































































































































































































筆者不明異論者有也／一、 玉かつら 〔其 〈 「そ
























































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































表紙一葉 〈 「原」補入〉表紙ハ白紙―〈 「一」右傍記〉 、墨付―白紙三
　
コレ
ニ修補ノ現在ノ表紙有之 綴誤リアリ、一、 五、 六、 七、 八 十■〈 「欠」字ミセケチ〉二、 三、 四、 十一、 十二、 十三――二十八、欠〈○の中に「欠」字〉／
　　






























































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































昭和廿七年一月廿七日午前中記之／岸廼舎』昭和廿七年二月十三 〈 「五」 ミセケチ、右傍書 「三」 〉 日到国会而皈途訪国立図書館／見源氏物語英訳独訳而皈路
　
同十五 〈 「四」 ミセケチ、右傍書 「五」 〉 日又到










































































































































































































































































































閑書了／〈 「昭和／二十七年」 補入〉 二月二日夜綴了識之
　
岸廼舎／現存最古































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































高松宮家蔵本 〈 「一冊」 補入〉 轉写之本也／〈前行との転倒符あ











































































































































































































































































































































〈裏見返〉 大職冠像破裂集 〔在続類従／九六四〕 ／／
　　
昭和三十年十一月朔 〈補























































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































。 〈朱句点なぞり書き〉 伯父笠原源 蔵語金























































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































畢簡 〈右傍書 「竹簡也」 〉 也



























































































































































老来互憂衰弱 〈 「弱」 ミセケチ〉 身／記紅蘭集注



















































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































巻末有填詞五首焉／故求之而已／／昭和四十年五月十五 〈 「五」 ミセケチ右朱書傍書 「六」 〉 日／鷺宮にて
　














































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































鎌倉写本／猪熊信男本なるへし 〈 「なるへし」 ミセ





































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































釈教 〈 「和歌」 補入〉 玉林集／大谷派先啓撰
　




















































































































同 〔嘉永元写 （十巻）／神谷三園手校本〕 六冊／（ 〔昭和











































































































































昭和四十八年 月廿 日夜於／ 近八書肆求焉／下巻欠本也岸廼舎
伊呂波歌邪正辨
四九〇一
















































































































































































































伊東子爵家 〈右傍書 「 （日向沃肥藩主） （大正十三年学

















































































































































































































































年紀が錯綜して右の一覧に掲載を見送ってしまったものがある。山岸文庫 《三三〇一》 の 『湖月抄』 である。
　
東山文庫本・七毫源氏を校合した一本で、昭和一五年（一九四〇）以前に購入していたものらしいが、その後、昭和二三年頃に吉沢義則が校訂していた東山文庫本を転記・校合したり、三二年・四〇年に再校したり、数次にわたって校合・校訂の手が加えられ、その都度識語が付せられているため、いずれの年次を基準にすべきか定めがない。次にその識語を掲載して、参考に供しておきたい。　
なお、二〇一七年六月一〇日の中古文学会関西部会での口頭発表 「山岸徳平博士の 『源氏物語』 研究一斑──実践女























































校訂本多少 〈補入 「可」 ） 有誤記歟従本而已
　　
〈墨書〉 昭和廿五年四月上浣借覧飯島本矣／
　　
〈朱書〉 月下浣一校了／卅日校了ス。
〈空蝉〉 〈鉛筆書〉 昭和三十二年七月二十三日以東山御文庫本再校了青色□印也／
　
東京教育大学大学院
　
永喜宏識／
　　　　
〈墨書〉 昭和十五年五月卅日一校了／
　
午後七時也／
　
此本付有河内又青表紙別本也／
　
不忍文庫本ニモ不合也
〈葵〉 〈墨書〉
	　
昭和四十年五六月之交再校了／原本之校訂不必完全也
　
書陵部有／写真可参昭者也
　
昭和四十年夷則九
日／
　
記之
　
岸廼舎／／
　　　　
〈朱書〉
昭和四十年五月廿四日和子再校了持参
― 254 ―
　　　　
〈墨書〉
　
年七月六日夜再校了
五月以降閑暇之夜校訂也
　　
〈青墨〉
東山文庫本一校了／昭和廿三年三月廿
廿八日
九日朝了／此頃多用意味之校訂而已也矣
